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1 問題と目的

本研究の目的は、安谷・合田・鍛治谷（2023）が実

施した就学前プログラミング教育に対する幼稚園教諭

の意識の変化を調査し、幼稚園の保育内容と乖離しな

い、継続的に実行可能なプログラミング教育の在り方

を模索することである。

学校現場ではICT化が進み、2020年度には小学校

で、2021年度には中学校で、2022年度には高等学校

でプログラミング教育が順次必修化され、実施されて

いる。しかしながら、幼稚園におけるプログラミング

教育については、未だ十分な検討がなされていないの

が現状である。

橋本（2021）は、2020年に国立大学附属幼稚園と

北海道幼児教育施設を対象に幼児教育におけるプログ

ラミング教育の取り組みに関するアンケートを実施し

た。その結果、調査園では情報機器を校務分掌業務の

負担軽減のために利用しており、「教育の道具」とい

うより「教師の仕事の効率化の道具」として捉えてい

ること、スマホ依存の低年齢化や整備費用等への不安

から幼児へのプログラミング教育の必要が見いだせて

いない現状を明らかにした。

鍛治谷・安谷・合田（2022）は、幼稚園教諭のプロ

グラミング教育に対する意識を捉えるため、2020

2021年に大阪府内の幼稚園2園の幼稚園教諭を対象

にアンケート調査を実施した。調査結果から、幼稚園

教諭は保育経験年数に関わらず、プログラミング教育

の実施経験がなく、講習もほとんど受けていないこと

が明らかになった。また、プログラミング教育という

言葉の認知度は高いが、小学校必修化については保育

年数10年以上の幼稚園教諭で約6割、10年未満の幼

稚園教諭で約3割にとどまった。プログラミング教育

について自分で調べた経験は少なく、「何に役立つの

か、よく分からない」という意見が半数近くに上った。

このように、幼稚園においてプログラミング教育は

浸透しているとは言い難く、幼稚園教諭の理解も十分

には得られていない。就学前プログラミング教育が効

果的に実施されるには、幼稚園や認定こども園、保育

園等（以下、幼稚園等）で実施可能なカリキュラムを

目指す必要がある。そのためには、幼稚園等で取り組

まれている内容に関連付けた内容でなければ、幼稚園

等の教師にとって負担感が増す結果となり、プログラ

ミング教育に対して不安や負担感が生じる恐れもある。

安谷他（2023）は、2020年度から2022年にかけて

小学校で実施されているプログラミング教育の学習レ

ディネス形成に寄与する就学前の学習カリキュラムの

研究、開発を試みた。その際、幼稚園でプログラミン
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グ教育を試行的に実施し、就学前プログラミング教育

について幼稚園教諭の学習ニーズや負担感を聞き取り

等で調査している。

本研究の目的は、安谷他（2023）が実施した就学前

プログラミング教育に対する幼稚園教諭の意識の変化

を調査することである。そのため、まず安谷他（2023）

のプログラミング教育実践の内容を説明する。その

後、安谷他（2023）のプログラミング教育実践によっ

て幼稚園教諭のプログラミング教育への意識がどのよ

うに変容したかを捉えるアンケート調査について述べ

る。

なお、倫理的配慮として、プログラミング教育実践

とアンケート調査を開始する前に、研究協力園である

2園に、研究目的と方法、学会や論文による内容公開、

調査対象者のプライバシーの保護、研究協力が任意で

あることについて説明し、書面にて同意を得ている。

幼児の保護者に対しても研究協力園から説明を行い、

研究目的で個人情報及び肖像権を使用する承諾を書面

で得た。

2 ICT教材を用いたプログラミング教育実践

安谷他（2023）が2020年から2022年に実施したプ

ログラミング教育実践は、ロボット教材を用いた実践

と、非言語型プログラミングアプリケーションを用い

た実践の2つに分けられる。5歳児を対象に、前半に

ロボット教材を用い、後半に非言語型プログラミング

アプリケーションを用いて実践を行った。

21 ロボット教材を用いたプログラミング教育実践

安谷他（2023）は、2020年度からプログラミング

的思考力の育成を目的としたカリキュラムの活動のた

めにロボット教材アリロ（以下、アリロ）を用いてグ

ループ活動の実践を開始した。

プログラミング教育実践の前半にアリロを使用し、

幼稚園教諭に幼児がアリロで遊びながら学ぶ姿を参与

観察してもらった。アリロを使用することで楽しみな

がらプログラミングが学べることを幼稚園教諭に理解

してもらい、その後の非言語型プログラミングによる

活動への抵抗感を緩和することを試みた。

アリロは、ロボット本体と25枚（12種類）の専用

パネルがセットになっている教材である。矢印や音符

や船などのイラストが描かれたパネルを組み合わせて

コースを作成し、スタートからゴールまでアリロを走

らせることで、楽しみながらプログラミングを学ぶこ

とができる。アリロという目で見て、触れることがで

きるロボットを使用することで、幼児でも直感的な操

作が可能になるため、プログラミング教育の導入に適

していると考えられる。幼児たちはパネルを並べ替え

る試行錯誤を通してプログラミングの基礎的要素とな

る「順次処理」「分岐」等を学ぶことができる。導入

ではロボット教材アリロについての説明と、パネルの

レクチャーを実施した。次に展開としてアリロをパネ

ルの組み合わせで操作しゴールに到達させるグループ

ワークを実施した。最後に発展では分岐のカードを追

加してゴールに到達させるグループワークを設定した。

2021年度の実践内容をTable1に示す。

22 非言語型プログラミングアプリケーションを用

いたプログラミング教育実践

安谷他（2023）は、2021年度9月からタブレット

を30台準備し、アプリケーションViscuit2（以下、

ビスケット）による実践を進めた。ビスケットでは幼

児がお絵かき画面で絵を描いて部品を作り、書いた部

品をステージ上で動かすためにメガネというツールを

使ってプログラムを作成する。メガネの左のレンズか

ら右のレンズの状態に変化するようにプログラムされ

る仕組みである。まず幼児が描いた部品をメガネの

左側のレンズに入れる。次に部品を右側のレンズにも

入れる。この時、左側のレンズで部品を置いた場所

より少しずらして置くと、ステージ上の部品がずらし

た方向に移動する。このようにメガネのレンズの左右

に置いた部品に変化をつけることでプログラミングを

行う。

導入としてタブレットの扱い方、操作方法、諸注意

を行い、その後、幼児にビスケットで描画を練習して

もらった。展開では、ビスケットで描いた絵をツール

の「メガネ」を使って動かす活動を行った。発展で

は、絵を変化させ、操作を組み合わせた。2021年度

の実践内容をTable2に示す。各実践では、教材準備、

説明等を研究グループが行い、幼稚園教諭にも幼児が

プログラミングをする際に支援を依頼した。アリロを

使った実践に続いて、幼稚園教諭に幼児がビスケット

で遊びながら学ぶ姿を参与観察してもらうことで、プ
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Table1 ロボット教材の実践内容



ログラミング教育への理解を深めてもらうことを目指

した。

2022年度も、ロボット教材を用いたプログラミン

グ教育実践と非言語型プログラミングアプリケーショ

ンを用いたプログラミング教育実践を実施した（安谷

他，2023）。

3 幼稚園教諭のプログラミング教育に対する意識調査

本研究の目的は、安谷他（2023）が実施した就学前

プログラミング教育に対する幼稚園教諭の意識の変化

を調査することである。そのため、プログラミング教

育実践前後の幼稚園教諭のプログラミング教育に対す

るイメージの変化を調べる調査を実施した。さらに、

プログラミング教育実践前後の2023年度時点での幼

稚園教諭のプログラミング教育への知識、経験等に関

する調査を実施した。

31 プログラミング教育実践前後の幼稚園教諭のプ

ログラミング教育に対するイメージの変化

目的

幼稚園教諭のプログラミング教育へのイメージの変

化を捉えるため、大阪府内私立幼稚園2園において調

査を実施した。プログラミング教育実践前の2020

2021年時点と、プログラミング教育実践を数年経た

2023年時点でのプログラミング教育へのイメージを

比較することを目的とした。

方法

2つの研究協力園の幼稚園教諭を調査対象とした。

プログラミング教育試行的実践前の2020 2021年は

27名、実践後の2023年は24名であった。

イメージマップ調査は、マッピングを通して思考過

程や認識の視覚化を試みる手法である（北村，2012）。

本調査では、3重の円を描いたマップを用い、その円

の中心に「プログラミング教育」のワードを配置した。

「プログラミング教育」という言葉に、どのようなイ

メージを持っているかを問い、円の中心から自由な発

想でキーワードをつなげて次々と記載するよう求めた。

回答に際して最初に想起する単語（ファーストワード）

のマーキングを依頼した。なお、20202021年に実施

したイメージマップ調査のファーストワードの分析結

果については安谷他（2023）に詳細がある。本研究で

は、ファーストワードに限らず、記載された全イメー

ジ語を分析対象とした。

結果

回収できたイメージマップはのべ51名分（2020

2021年が 27名，2023年が 24名）であった。KH

Coderによるテキストマイニングの手法を用い抽出し

たイメージ語の総数は565語（20202021年が290語，

2023年が275語）であった。頻出語（上位20語）が

Table3である。2020 2021年と2023年で異なる頻

出語には＊を付けた。「タブレット」の出現回数が、

2020 2021年では9回であったのに対して、2023年

では21回に増加しており、プログラミング教育実践

が影響している可能性がある。2023年に出現回数が

多くなっている「考える」「試行錯誤」「絵」「使う」

もプログラミング教育の介入の影響が表れている可能

性があり、幼児達が絵などを使い試行錯誤しながらプ

ログラムしているイメージの兆しがある。「難しい」

の出現回数が、20202021年では7回であったのに対

して、2023年では12回に増加しており、プログラミ
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Table3 イメージマップの頻出語



ング教育への「難しい」というイメージが払拭されて

いないことが示された。

次に、KHCoderで出現パターンの似ている単語を

線でつないだ共起ネットワークを作成した。強い共起

関係ほど太い線で描画し、出現数が多い単語ほど大き

い円で描画している。

プログラミング教育実践前のプログラミング教育へ

のイメージを把握するため、20202021年におけるイ

メージマップのイメージ語から作成した共起ネットワー

クをFigure1に示した。出現数による単語の取捨選

択では最小出現数を5に設定し、描画する共起関係の

絞り込みでは描画数を60に設定した。「プログラミン

グ教育」と共起しているのは、「パソコン」「ロボット」

「タブレット」である。「AI」と「難しい」が共起し

ている。「子ども」と「楽しい」と「情報」と「アプ

リ」が共起している。

プログラミング教育実践後のプログラミング教育へ

のイメージを把握するため、2023年におけるイメー

ジマップのイメージ語から作成した共起ネットワーク

をFigure2に示した。2023年の出現数による単語の

取捨選択では最小出現数を3に設定し、描画する共起

関係の絞り込みでは描画数を60に設定した。「プログ

ラミング教育」と共起しているのは、「パソコン」「ロ

ボット」「タブレット」「機械」「AI」「ゲーム」であっ

た。「子ども」と「楽しい」が共起している。さらに、

「使う」と「勉強」が共起しており、何かを使って勉

強するというイメージがある。「試行錯誤」「考える」

「興味」「絵」「自由」などのイメージ語があり、プロ

グラミング教育実践の影響がうかがえる。

2020年から2023年の幼稚園教諭のプログラミング

教育に対する全体的イメージを捉えるため、2020

2021年と2023年におけるイメージマップのイメージ

語から作成した共起ネットワークをFigure3に示し

た。Figure3の20202021年と2023年の合計の出現

数による単語の取捨選択では最小出現数を5に設定し、

描画する共起関係の絞り込みでは描画数を60に設定

した。2つのサブグラフができている。プログラミン

グ教育と共起しているのは、「パソコン」「ロボット」

「タブレット」「スマホ」「機械」「難しい」であった。

プログラミング教育とデバイスが結びついており、そ

れに難しいというイメージを持っていることがうかが

える。また「子ども」「楽しい」「情報」「アプリ」「ゲー

ム」が共起しており、「子どもがアプリやゲームで楽

しむ」というイメージがあることが分かった。
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Figure1 プログラミング教育実践前のイメージ語の共起
ネットワーク（20202021年）

Figure2 プログラミング教育実践後のイメージ語の共起
ネットワーク（2023年）

Figure3 イメージマップの共起ネットワーク
（20202021年と2023年の合計）



32 プログラミング教育への知識、経験等に関する

調査

目的

プログラミング教育試行的実践を数年経た2023年

時点での幼稚園教諭のプログラミング教育へ知識、経

験等を捉えること、さらに、幼稚園教諭がプログラミ

ング教育に求めるものや、困難を感じていること、プ

ログラミング教育実践の際の適切な方法をどのように

考えているかなどを捉えるため、大阪府内私立幼稚園

2園において調査を実施した。

方法

2023年に2つの研究協力園の幼稚園教諭24名を対

象に調査を行った。プログラミング教育に関する知識、

プログラミング教育への印象、プログラミング等に関

する経験、幼児のプログラミング教育への印象につい

て各3項目、計12項目を作成し、4件法で回答を求

めた。さらに、プログラミング教育や活動で幼児にど

のような力を身につけてほしいか、プログラミング教

育のデメリットはなにか、プログラミング教育を実施

する際に生じる困難、幼児のプログラミング教育に適

切だと考えられる教材と指導法について、自由記述で

回答を求めた。

結果

プログラミング教育に関する知識、プログラミング

教育への印象、プログラミング等に関する経験、幼児

のプログラミング教育への印象について各項目の平均

値をTable4に示した。

プログラミング教育に関する知識について、幼稚園

教諭はプログラミングとはどのようなものか少し知っ

ているし（M＝3.08）、小学校でプログラミング教育

が行われていることも少し知っているが（M＝3.04）、

プログラミング教育の目的については知っている割合

が低いことが明らかになった（M＝2.58）。

また、プログラミング教育への印象について、幼稚

園教諭はプログラミング教育の内容を面白そうだと思っ

ており（M＝3.50）、生活に役立つとも少し思ってい

る（M＝3.08）。自分でもやればできると少し思って

いることが示された（M＝3.04）。一方、幼稚園教諭

のプログラミングの経験は、プログラミング等の体験、

研修会への参加はほとんどないことが明らかになった

（順に、（M＝1.50,M＝1.54,M＝1.21）。

幼児のプログラミング教育への印象について、幼稚

園教諭は幼児はプログラミング教育を受けて面白いと

感じると思っていた（M＝3.50）。さらに、幼児は日々

の生活で役立つとも感じると少し思っており（M＝

2.96）、幼児はプログラミング教育をやればできると

感じると思っていることが示された（M＝3.25）。

プログラミング教育で幼児に身につけてほしい力に

ついて自由記述で回答を求めた。自由記述を分類した

結果をTable5に示した。プログラミング教育で身に

つけてほしい力は、「思考力」が最も多く、次いで

「想像力」と「諦めずに取り組む力」だった。

プログラミング教育のデメリットについて自由記述

を求めた。回答を分類した結果をTable6に示した。

視力低下とタブレット等の機器への依存が最も懸念さ

れていることが示された。次いで幼児の理解力や集中

力の欠如でプログラミング教育が上手く実施できない

こと、姿勢が悪くなることがデメリットとして挙げら

れた。

プログラミング教育を実施する際に生じる困難につ
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いて自由記述で回答を求めた。回答を分類した結果を

Table7に示した。幼児の能力（集中力、理解力、個

人差）、物的資源、人的資源がプログラミング教育を

実施する際に生じる困難として挙げられている。

プログラミング教育に適切だと考えられる教材につ

いて自由記述で回答を求め、回答を分類した結果を

Table8に示した。結果からロボット、タブレットが

適切だと考えられており、次いでPCと図書の順であっ

た。ロボットが選ばれた理由には「友だちと協力でき

るので、全員が理解しやすい」「楽しみながらロボッ

トに親しみを持てる。大切に物を使う」、タブレット

が選ばれた理由には「文字が大きく見えたり、イラス

トで分かりやすそう」「比較的操作が簡単で小学校で

も使われているから」、PCが選ばれた理由には「こ

れから使うから慣れておくべき」などがあった。

幼児にプログラミング教育を実施する際に適切だと

考えられる指導方法について自由記述で回答を求めた。

回答を分類した結果をTable9に示した。結果から、

友だちと協力する指導方法が70％を占めており、最

も適切なプログラミング教育の実施方法だと考えられ

ている。

考察

本研究では、幼稚園教諭のプログラミング教育への

イメージの変化を捉えるため、大阪府内私立幼稚園2

園において、イメージマップを使用した調査を実施し

た。プログラミング教育実践前の2020 2021年時点

と、プログラミング教育実践を数年経た2023年時点

でのプログラミング教育へのイメージを比較すること

を目的とした。さらに、プログラミング教育実践開始

から数年経た2023年時点での幼稚園教諭のプログラ

ミング教育へ知識、経験等、プログラミング教育に求

めるものや、困難を感じていること、プログラミング

教育実践の際の適切な方法をどのように考えているか
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を捉えようとした。

20202021年におけるイメージマップのイメージ語

からテキストマイニングを用いて作成した共起ネット

ワークでは「プログラミング教育」と共起しているの

は、「パソコン」「ロボット」「タブレット」であった。

さらに「AI」と「難しい」が共起している。また

「子ども」と「楽しい」と「情報」と「アプリ」が共

起している。プログラミング教育実践後の2023年の

イメージマップから作成した共起ネットワークによる

と、「プログラミング教育」と共起しているのは、「パ

ソコン」「ロボット」「タブレット」「機械」「AI」「ゲー

ム」であった。また「子ども」と「楽しい」が共起し

ている。「プログラミング教育」とデバイスが結びつ

くこと、幼児が楽しんでいるイメージがあることが、

プログラミング教育実践の前後で共通していることが

確認された。

一方、プログラミング教育実践後の2023年には、

「使う」と「勉強」が共起しており、何かを使って勉

強するというイメージがある。「試行錯誤」、「考える」

「興味」「絵」「自由」などのイメージ語があり、アリ

ロやビスケットを使ったプログラミング教育実践の影

響がうかがえる。

さらに2023年時点でのプログラミング教育へのイ

メージを質問したアンケート調査から、幼稚園教諭は

プログラミング教育の内容を面白そうだと思っており、

生活に役立つとも少し思っている。自分でもやればで

きると少し思っている。また、幼稚園教諭は幼児はプ

ログラミング教育を受けて面白いと感じると思ってい

る。幼児は日々の生活で役立つとも感じると少し思っ

ており、幼児はプログラミング教育をやればできると

感じると思っていることが示された。

一方で、イメージマップの頻出語から「難しい」の

出現回数が、20202021年では7回であったのに対し

て、2023年では12回に増加しており、プログラミン

グ教育への難しいというイメージは払拭されていない

可能性が示された。2020 2021年と2023年のイメー

ジ語全てを使用して作成した共起ネットワークからも、

プログラミング教育とデバイスのイメージが結びつい

ており、それらに難しいというイメージを持っている

ことが確認された。したがって、プログラミング教育

実践後においても、幼稚園教諭のプログラミング教育

が難しいというイメージは払拭しきれていないことが

示された。2023年時点で実施したアンケート調査か

らも、プログラミング教育の目的については、項目1

3（Table4）において平均値が『3.少し知っている』

に届かず、幼稚園教諭のプログラミング等に関する経

験は研修も含めてほとんどないことが確認されており、

プログラミング教育やプログラミングへの知識と経験

の少なさから、プログラミング教育に対して難しいと

いう印象を持っている可能性がある。

文部科学省（2020）は小学校プログラミング教育の

手引き（第三版）の中で、「教師が自ら実際に体験す

ることによって、プログラミングはそれほど難しいも

のではなく、むしろ面白いものだということが実感で

き、さらに、授業でこんな使い方ができそうだという

アイディアも湧いてくるものと思われます。」と述べ

ており、教師が自らプログラミングを体験することが

重要だとしている。今後は幼稚園教諭を対象とした研

修を進めていくことで、プログラミング教育が難しい

というイメージを払拭する取り組みが必要かもしれな

い。

また、プログラミング教育を実施する際に生じる困

難として、33.3％の幼稚園教諭が幼児の能力（集中力、

理解力、個人差）を挙げており、能力的にプログラミ

ング教育が難しいと感じていることが明らかになった。

幼児期は同じ学年でも月齢によって発達の差が大きく、

個々の幼児に対応したプログラミング教育をすること

は難しいと捉えているのかもしれない。個々の幼児の

資質や家庭におけるICT環境は異なるため、個々の

幼児にとって、どのようなプログラミング教育の手法

が適しているかは、模索し続ける必要がある。

また、プログラミング教育を実施する際に生じる困

難として、28.6％の幼稚園教諭が物的資源を、23.8％

の幼稚園教諭が人的資源を挙げていた。Khanlari

（2016）は、小学校と中学校の教師はロボットを授業

で使用する場合に資源、時間、労力の面でコストがか

かりすぎると捉えていることを明らかにしている。プ

ログラミング教育を計画するために、教師は労働時間

を追加するか他の業務を削るかして時間を捻出する必

要がある。さらに、トレーニングや技術的な問題への

対処にも多くの時間がかかり、短期的には教師の仕事

量を増加させる。大多数の教師が、教育活動にロボッ

トを取り入れるためには、技術的・指導的サポート、

現職前・現職中の研修、ハードウェア・ソフトウェア

の技能訓練、適切なロボット工学技術へのアクセスが

必要であると認識している（Khanlari,2016）。同様

のことが、日本において就学前プログラミング教育を

導入する際の困難となる可能性がある。今後、安谷他

（2023）の幼稚園におけるプログラミング教育のカリ

キュラムを、より現場に取り入れやすいものに改善す
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ることが求められる。

幼稚園教諭が幼児のプログラミング教育に適切だと

考える教材はロボット、タブレットが多く、次いで

PCと図書であった。さらに、プログラミング教育を

実施する際に適切だと考えられる指導方法として、

「友だちと協力する」が70％を占めていた。なお、ロ

ボットを使用したプログラミング教育が、チームワー

クを促進するという指摘がある。Khanlari（2016）は、

小学校と中学校において教育用ロボットを使用する際

の教師の認識を調査し、ロボットが生徒の協調性やチー

ムワーク能力を向上させる可能性があることを示した。

また、ロボットは、生徒のコミュニケーション能力、

自分の考えを他者と共有する能力、研究結果を聴衆に

発表する能力にもプラスに働くと教師は認識していた。

こうした効果が幼稚園教諭にも感じられたことから、

安谷他（2023）のロボットを使用したグループワーク

が幼稚園教諭に好意的に受け止められていると推察さ

れる。そして、安谷他（2023）のロボット教材からタ

ブレットへの教材の移行も抵抗なく受け止められてい

ると考えてよいだろう。

以上の結果からプログラミング教育実践後において

も、幼稚園教諭のプログラミング教育が難しいという

イメージは払拭しきれていないことが示された。しか

し、幼稚園教諭はロボット教材もタブレット等で扱う

ビジュアルプログラミング教材も幼児を対象としたプ

ログラミング教育に適切な教材だと捉えており、プロ

グラミング教育を幼児が楽しんでいると認識している

ことも明らかになった。したがって、安谷他（2023）

のプログラミング教育実践は、おおむね幼稚園教諭ら

に受け入れられていると考えられる。

なお、幼稚園教諭は、プログラミング教育のデメリッ

トとして、幼児の視力低下とタブレット等の機器への

依存を挙げている。視力低下について、安谷他（2023）

はタブレット使用開始時にタブレットを扱う時の姿勢

や端末の画面と目との距離について注意を促した。そ

の声掛けは毎時間行い、タブレットを操作する際に常

に意識づけられるようにした。このようなICT機器

の適切な利用を幼児期から教育することもプログラミ

ング教育を行う上で重要な視点と考えられる。

タブレット等の機器への依存については、家庭での

幼児のICT機器の長時間利用が想定されるため、幼

稚園等で実施するプログラミング教育の範囲では対応

が難しいが、今後は家庭での幼児の適切なICT機器

の利用の在り方を検討することも重要だと考えられる。

勝見・田村・木村（2023）は、幼児のICT利用の功

罪に関する保護者の認識と変容について調査を実施し

た。コロナ禍においてオンライン保育を体験した保護

者は、未体験の保護者に比べてICTへの依存をデメ

リットと捉えていないことが示された。このことから

オンライン保育で幼児にICTを利用させたことで保

護者が抱くICTへの依存の心配が軽減されたことが

うかがえる。また、ICTは幼児の知的好奇心を向上

させ、幼児はICTを利用したことで意欲をもったり

集中したりして取り組めるようになったと保護者は認

識していた。さらに、オンライン保育を体験した保護

者は、幼児のICT利用による不適切アクセスをデメ

リットとする認識が弱いことが示された。これについ

て勝見・田村他（2023）は、オンライン保育による

ICT利用の機会が増加したにも関わらず、デメリッ

トとする認識が低下したのは、不適切アクセスに気を

付けながら体験を豊かにしたことによる効果であると

考察している。このようにコロナ禍によるオンライン

保育によって、保護者の認識は変容している。今後、

プログラミング教育実践を通じて、幼児に適切なICT

利用を教授できる機会は増えると考えられる。保護者

に幼児のICT利用を恐れず、正しい認識を持っても

らうための取り組みも可能となるかもしれない。

幼稚園教諭がプログラミング教育で幼児に身につけ

てほしい力は、「思考力」が最も多く、次いで「想像

力」と「諦めずに取り組む力」だった。ここで求めら

れている「思考力」が具体的に何を示すのか、本調査

の範囲では明確になっていないが、文部科学省（2020）

は、プログラミング教育によって、プログラミング的

思考の育成を目指している。プログラミング的思考と

は、「自分が意図する一連の活動を実現するために、

どのような動きの組み合わせが必要であり、一つ一つ

の動きに対応した記号を、どのように組み合わせたら

いいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、

より意図した活動に近づくのか、といったことを論理

的に考えていく力」である。この力はプログラミング

の取組のみでなく、思考力、判断力、表現力等を育む

中にプログラミングの体験を計画的に取り入れ、位置

付けていくことによって育成され、働くものであるこ

とに留意すべきとも述べられている。このプログラミ

ング的思考については、客観的な測定が難しく、現時

点では幼児のプログラミング的思考が、プログラミン

グ教育実践を通して向上しているかどうかは明確になっ

ていない。プログラミング教育実践の前後で幼児のプ

ログラミング的思考が変化しているかを測定するため、

今後、プログラミング的思考を客観的に測定する方法
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を開発する必要がある。プログラミング的思考が向上

することが確認できれば、就学前プログラミング教育

への幼稚園教諭の取り組みがより活発になることが期

待できるであろう。
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